













































































大系本（3巻本） 古典全書（3巻本） 典文学（能因本） 大系本 古典全書 古典文学
3～5段 3段 3段 161 156 165
8～9 6～7 6～7 184 179 182
39 37 46 193 186 略
44 42 51 198 190 185
76～7 72～3 78～9 200～3 192 187
88 84 92 220～2 208 203
95 91 100 237 223 213
99 95 104 246～8 231～3 242～4
107 103 111 251 146 155
109 105 320 257 241 232
119 115 132 272～3 256～7 略・217
122～3 118～9 126～7 292 276 272

















































































































































































































































































































































































































































































天　皇 臣　下 文　官 武　官（五位以上） 六位以下
立　　　　櫻
有　　　文
垂　　　　櫻
有　　　　文
垂　　　　櫻
有　　　　文
警固時巻櫻
有　　　　文
細　　　　櫻
無　　　　文
平安文学に見る服装（高島）　ユ19
　第3節　礼儀
　第1項行儀の悪さ
　雅な日常生活を送った彼女が不快を覚えるもう一つの要素は行儀の悪さだった。
　28段「火桶の火、炭櫃などに、手の裏うち返しうち返し、おし伸べなどして」
　年よりじみた人に限って、火桶で手の甲をあぶり、足を火鉢にかけたり、自分の座る所を
扇で塵をはらい狩衣俵’2）を不作法惨’3）に座るほど醜く、憎らしい作法はないと強くきらって
いる。（図’7）
　第2項　冠
　男にとっての“かぶり物”は人格の一部と言えるほど重要な物だった。
「冠ハ頭上二加フル飾ナリ、成人ヲ示シ、貴賎ヲ別ツ所以ナリ」（註’古）p．1087と言われるが、『枕
草子』でも
　99段「いざたまへかし。内裏へといふ。烏帽子にてはいかでか……」
　という突然の御所への誘いに対し、烏帽子（参’4）では上がれないと返事をしている。この場合
一般の侍從（参’5）なので、参内には衣冠または、束帯でいずれも冠が必要であった。古く服装は
たいほうりよう
「大宝令」を基準に色・織・柄・型・年齢・用途など、位にあった服装が決められていた。そ
のため、服装を整えた者だけが御所へ上がれたのだった。俵’8）
　　　　　　　　ひさし　　参・1母屋及び廟の周囲に柱と柱の一間ごとに掛け列ねて区画の用としたもの。（註◆官）下巻、p．166
　　参・2　鷹狩り用、身分の低い人着用であったが軽便なことから忍びや旅行時着用。（註’有）p．80
　　参・3　狩衣の前の帯から下に垂れた所は座る時にはねておくのが作法、ここでは、膝の下に巻き込んで
　　　　　いる。（註・全）
　　参・4　太上天皇或時着え、自鹸公郷巳下、褻之所用也（註’西）二巻、p．323
　　　　　じようじ　きかん　　参・5　常侍規諌、遺を拾い蘭を補うことを掌る。（註‘官）p，71
結
　平安朝貴族の生活の基盤ともいえる服装は、現代私達の目に、「絵巻」として写し出され見
る事が出来る。春には桜のもとに集まり宴をし、冬には雪を観察する、自然とのかかわりを
決してかかさない生活の中で生きて来た彼らにとって最も楽しみであったのは、年中行事で
あり、宴であり、又行列にそなえる日々、服装を競い合う事であった。
　そんな優雅で雅びな中で、少納言は限度を越えた美、くずしすぎた着装法をきらい、身分
ある人が礼儀を乱す事に憤慨した。服装美の中心とされる色についても、単に衣服の重色目、
配色の美というだけでなく、環境と色、自然と色など、常に自分を取り巻く世界の中で互に
かかわりあった美として、繊細にくみとっている。
120和洋女子大学紀要　第32集（家政系編）
　特に白と紫を好み、多くの形で本文に生かしているが、これもそのコントラストによるも
のばかりでなく、背景とのかかわりがあるからこそ見る人の心に鮮明に写し出されるのであ
る。『枕草子』に於ける清少納言ほど、服装・自然・色彩を巧まずして絶妙に組み合わせ表現
した作者はないであろう。ここに少納言の真髄ともいえる生活感あふれる美意識、文学的と
言うにはあまりにも生々しく、訴えかける生活描写から、従来、雲の上の現実ばなれしたも
のとされてしまっている宮廷人が実際には、私共同様時代に息づく人々であり、今日さけば
れる環境と生活の相関をしっかりみつめていたこと、そして、その生活感を私共がしっかり
受けついでいる事を、本研究の中で知り得たのである。
　終りに、研究論文を構成するにあたり、多大な御指導を賜った、本学教授鷹司輪子先生に
心より感謝申し上げます。
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